
 

グループ名 『探究カフェ』N-Talk 

研究テーマ 授業力向上 

分   野 

授業力向上 

(対象校種) 小学校 

(対象教科) 全 

研究のねらい 

ゲストトークをきっかけとした対話を行うことで，参加者一人一人が楽しみ

ながら持続的に『探究』の在り方について学び，生活科・総合的な学習の時間

のカリキュラム改善の方向性を見い出すことができるようにする。( ※ゆとり

を持って楽しみながら働く本校における働き方改革の一環とする。) 

研究・活動の概要 

(研究の内容) 

・ゲストトークと対話により.『探究』の重要性や授業展開についての理解を確かにし,実践イメージを広げる。 

『探究』の過程を大切にして,本校の生活科・総合的な学習の時間のカリキュラム改善を図る。 

(活動の概要) 

・参加者がリラックスしてオープンに対話し,自由で創造性に富んだ発想が創発されるように リラックスできる

カフェイベントのような環境の構築を行う。 

・カフェのコンセプトを「『探究』と出会うゆるやかな学びの場」とする。 

・ゲストを招き,『探究』をテーマにしたゲストトークと,対話を行う機会を 3 回程度設ける。 

・対話によって触発されたことを振り返りながら.次年度の生活科・総合的な学習の時間の「カリキュラムイメ

ージ」を作成する。 

・招聘した外部講師 

関西大学 黒上晴夫教授 ,青山学院大学 庭井史絵 准教授, 鳴門教育大学 泰山 裕 講師 

成果と課題 

成果 

①教職員の「探究」への意識の広がり 

・多様な視点(自ら学びに向かう課題設定・学習過程・思考の働かせ方・学習環境)で「探究」を見つめることが

できるようになった。 

・現在の実践を振り返りながら,次に必要な手立てを具体的に話し合う姿も見られた。 

②楽しみながら学び,研修者の主体性を高める 

・自由な雰囲気づくりに努めたことで,「研修感」が強く出ず,何でも話せる安心感の中,参加者同士が自由に学び

合う場につながった。 

課題 

本年度の研修は,「探究」に関わる意識の醸成や実践イメージを広げることを目的としていた。今後は, 

総合的な学習の時間の単元設計などにおいて,変革した意識を計画に表し,実行できるようにしていきたい。 
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